







味線の音や、踊りの足拍子が近隣に聞こえていた。無論遊戯三昧ではなく、新舞踊新演劇を建設するための、眞面目な研究であつたのだ。しかるに近所の陸軍少将某は、それを文學者の游蕩的所行のやうに見做して、 つねに非難していたさうだ。それで「反逆」とは、さういふ單純な藝術方面 意味ではなく 時代 道德宗教或いは政治問題社会問題など 關して云ふので、逍遥はそこに何等の反逆精神を持つていなかつたと、非難者は云ふのかも知れないが、しかし、さういふ意味の反逆精神を発揮した文學者は明治時代にあつたであらうか。明治以前にあつたであらうか。鷗外漱石紅葉露伴に無かつた如く、西鶴にも芭蕉にも近松にも無 つたのである。彼等元禄時代の三傑も、徳川封建政治封建道德に從順に服從し、壓政の下 何の疑ひも抱 ず、ニーチェの所謂奴隷道
德に安んじ、家畜の群の一員たるに甘んじていたのではないか。文學に反逆性の乏しかつた は、古來の日本文學の特色なのである（正宗白鳥『自然主義盛衰史』 九四八・一一） 。
　
白鳥が言う通りに、明治期にも明治以前にも、時代の道徳宗教、

































































平定信（一七五九～一八二九）から礼を尽して評判の『日本外史』を一閲したいと乞われて、その稿本を呈した際に添えたものとされる。右に続き定信に対して山陽が『日 外史』 解説するくだりなるが、ここでの議論の 象とはしない。ただ右の引用部を受けて「夫れ襄の敢へて閤下に求めざるに、而して閤下の襄に求むるは、襄の栄たる、大なり矣。
復ま
た何の嫌う所あつて、辞避せんや。未だ
謦咳に接せずと雖も 其の詞命を聞くも亦た以て自からを壮とす可し」と叙しているのには留意しておきたい。つまり、山陽は文士が権貴に接するのに、決して社会的地位や利益、名誉などを求めようとするためであってはならず、その権貴がも 英雄の気象のごときものを備えるならば、その人に接すること 通して、自らの気象



















































章に拠りつつ、定信の前で展開した、文章と気象とを関連付ける議論は、蘇轍が『孟子』と司馬遷の『史記』とに取材してなしたものに淵源していたことが知れるのである。孟子の「浩然の気」は、『孟子』公孫丑下に見えることはいうまでもない。一方、太史公司馬遷が四海を旅 雄大な景観と多数の名士と交游することで文章に溢れる「奇気」を養ったというのは「太史公自序」 （ 『史記』巻百三十「太史公自序第七十」 ）の中の次の一節を指す あろう。 「太史公既に天官を
掌つかさど
り、民を治めず。子有り遷と曰ふ。遷は龍門に


























































に着けず、持ち込みの酒を飲み、子供を連れてきたことを他の列席者から咎められて、日野公へ何度もその非礼を進言するものがあったのに、日野公はそれを終始かばって、側近が山陽をおとしめたのにも耳をかさなかったことへの謝辞である。こ 文雅の士を愛する貴顕の招待客の中で山陽を咎めた は、中島棕隱、梅辻春樵であったと『頼山陽全書』の編者、好尚木崎愛吉の注は教えてくれる。礼を失するものを排斥したり、自分に比して阿諛追従の足りないものを糾弾して、殊更な忠義だてを誇示するのは、権貴に取入ろうとするものの常であり、中島や梅辻にはそうした側面があった であろう。身分制 きつかった当時にあっ 、彼 のようなありか がむしろ常道で、山陽がむしろそうした りようにアンチテーゼ 呈示









































閤下の風流宏裕にして、貴を忘れ士に下り、才を憐れみ、物を容るること 世の王公の比に非ざることを聞く。故に野人の礼節に習はず、野服もて出入すること、其の平生の如くするも、則ち敢へて命を奉ぜずんばあらざ を陳ず。又賜予 際 臣礼に類する者無きを請ふ。前後並びに許允を
蒙かうむ
る。是に於いて
敢へて進む。爾来頻りに謦咳を奉じ、觴咏に侍す 得たり。果たして人の言の虚ならざるを信じて、時 同輩 顧視すれば、皆衣服儼然として、済蹌として進退す。而れども襄は独り頽放にして、言笑自如たり。
　
山陽が日野資愛から只管眼をかけてもらいながら、他の同席者か
ら非礼を糾弾されるようななりふり構わぬ様でいたのは、礼儀をわきまえぬからではなく、意図的 ものであった。その理由というのが、まずは儒教道徳を奉ずるものが誰しも口にする「二君に仕へ」ぬことの美徳であった。安藝藩より父春水の代より恩顧を蒙っている上に、京都へ出奔した一件でも、斬罪に処せられることなく、家督相続権は失いはしたが、座敷牢 蟄居するといった措置 留めてもらったという があった。さらに父の知友である菅茶山の庇護を脱して逃げ よ に に上り 舌耕で生活す ようになったという自分の自由な境涯を誇って見せる　
京都の町を愛したのは、官職を奉じない自由人が多いゆえであっ
たという。もちろんそういった文墨の徒とは詩酒徴逐の交わりを訂

























































































の非礼を許しているのに、客人たる佞仁ばらが何事ぞといった怒りである。一の怒りを発條としてはいるが、ここで展開される議論は極めてユニークなものであろう。山陽がそうした佞仁ばらの忠告に従って、その野性を無理に矯めて、権貴の前で只管ぺ ぺこするようなことを仮にしたとしたらどうなるかという議論である。まず、そうして自ら 偽ってでも自己の性情を矯めるといった人物は「其の人に乏 からず」 掃いて捨てるほ いるとす 。一般人は確かに、保身のため、あるいはためにする所があって、山陽の言うように自己の性情を矯 るであろう。日野公は許すが一般には非礼とされる自己の野 をそのまま矯めずに、発揮 ことにこそむしろ意義があ と山陽は説く であ 。この山陽の 性こそ 彼 文章に活発なる躍動感を帯びさせているの るとすれば、それ 愛で近くに寄せてい 日野公にとっ も、野性を矯めて山陽が山陽らしさを喪うと、その文章にも輝きが喪われ 。そのこ はかえって不本意であろ いう である。ここで前段では「吾れの
諂へつら
はざる
の節を全うし、以てその驕らざ の徳を成す」と表現さ て た主張が別の措辞 開陳される。曰く、 「閤下の物を
容い
るることの終ら
ずして、而して襄の己を直して缺く こと有るを」 、と。今度は日野公が山陽に対 終始一貫し 示している寛容の度量が最後まで貫かれないことと、山陽が自 の性情を矯めて本来の表現活動がなしえなくなるということとは、お互いにとって「徳」を損なうこになるというのである。 う た「徳」 用法は 過去に類例が少
一二
ないものとしなくてはならない。確かに儒教道徳の徳目たる仁義礼智信 ど 意外にその内包する概念は広大なのであるが、江戸時代を前近代と死物視する俗流歴史観に従えば、一般常識に従わずに誰からも非礼とされるような言動をあくまで貫くことを「徳」と言いきってしまう山陽の表現者として 大胆さは理解を絶する所 ろう。しかしそれはそうした硬直した歴史観、俗流道徳観にがんじがらめになっている側が悪い であって、自身の偏見に満ちた儒教観、漢学者への色眼鏡こ が反省されなくてはならない。振り返ればわれわれは道徳ということば自体に生理的嫌悪感を抱く を常としてきた。道徳とはいつでも自由を束縛するもの、既成の形骸化した価値観を強制的に押し付ける の いった偏見によっ であ 、しかし、意外なことに江戸時代漢学者でもっと 著名な者のひとりである頼山陽が自由を束縛するものを打破すべき拠り所と るような思想を「徳」に付与する いうことがあった である。 を放棄して裸眼で以て向き合うとまだまだ新たな知見や現状変革への起爆剤をいくらでも与えてくれるのが漢字ばかりで書き綴られた膨大な過去の文章群なの ある。　
山陽は自己には確乎とした思想が備わっているという自覚があっ
た。それは一般常識や世俗的礼法とは無縁のものであって、自己の野性を矯めることなくいついかな 状況下でもそのままを貫くというものであった。そうでなくて、人に言われる毎に自己 野性を矯めていたとし ら、その人は目の前の現象に振り回されるだけの存
在となってしまうというのである。 「人の言に因りて毎々節を変ずれば、将た何の至らざる所ぞ。閤下又た烏んぞ此の特操無きの士用ひんや」 。　「特操」 。現代、人はこれを個性だとか近代的自我などといった表現で呼び、近代以後に成立した人間像であると把握するであろう。しかし、わたしは山陽を早すぎた近代人などと評価す つもりは毛頭ない。それこそ近世以前の歴史をつぶさに見なおせば、近代的自我に相当するような「特操」の所有者は掃いて捨てるほどいたということを主張 たい。現代人が、活字 なって、電子媒体に載らない膨大な歴史的文献を見向きもせずに、流行の欧米 思潮への応接に遑がないがゆえに、気付けないだけである。軽薄 時代の風潮によって捨てて顧みられない歴史的文献。その中には山陽が得意としたような漢詩漢文によって記された広大な世界が　梅辻・中島といった輩への抗議は執拗に続く。とにもかくにも山
陽が、紋付き袴で威儀を繕わず、瓢簞に詰めて持ち込んだ酒を飲んでいたといっ ことは、主催者が無礼講を許しての酒宴でのことである。同じ日野公と同席するのが、かりにも朝廷内であって政策を論じるような場面であったらば 山陽はしだらない恰好をするどろか、中島・梅辻のような徒輩に先んじて 日野公を助けてそうた不遜の輩を糾弾するような諫言を匹夫の身分を逸脱してでも行うといっているので 要するに 私混同を咎めらるべきは山陽ではなく、梅辻・中島らであると言 ごとくである。この一連の措辞
頼山陽の反権力思想
一三




























愛を受けているからそれを 慢し、笠に着ているのではないか批評する向きには、高位高官の庇護 他 自慢するような奴隷根性は持ち合わせていないと抗辯する。こ における山陽の「奴隷の常情」の定義に較べる時、冒頭の文章で白鳥が徳川封建道徳に盲従することをニーチェを引いて定義した「奴隷根性」 比べて、より具体的で分かりやすいこととしなくてはならない　
梅辻・中島等は普段は文墨の徒として付き合っている仲間なのに、
宴席の現場で面と向かって忠告すること 一切せずに山陽の所為をじっと観察していて、後に陰に回って山陽の誹謗中傷を事とし、日野公に諫言したというのは全く理解できない だとしている。両者には品性が賎 い ころがあって、自分以上に人 認められている他 の悪口をいうことで自身 プレステージが 昇すると考え 、現在も跡を絶たない徒輩のようである。そういう歯牙に掛け に値せぬ者として切って捨ててしまえばそれで済むわけであるが、そうせずに両 を「野情相待つ」べき「文士」と遇して非難してい 点に山陽がこの一件で負った傷の深さを思って暗然たらざるをえな 。
　
末段もなかなかふるっている。誹謗中傷する徒輩は措いて、日野
公自身は終始一貫して山陽に恩恵を施しているのであるから、その「知遇」には感じ入っていて、 「閑雲野鶴」がどこにでも飛んで行く（唐の貫休の故事）ように、恩返しには自己に鞭うって何でもするが、自己 野人としての性情を無理に矯めることはしたくないと繰り返す。つまり、文墨書画 制作などは何でも依頼に応じるが、宴席に列なる際に、衣冠束帯で威儀を繕い 他の客同様鞠躬如として胡麻磨るように公をあからさまに敬う態度 示すことは御免蒙るというのであ 。ために日野公との絶縁も考えたが、そ 恩眷には感謝 未練とが ので、あとは 自身の判断にゆだねるというのである。俺と絶好したくなかったら、二度と礼儀作法を咎め ようなことを口にするな、あるいはまた梅辻・中島 ような徒輩を身辺に近付けるなと言外に脅しをかけてい ような塩梅式な である。　
山陽の俗牘の面白さは誰もが語る所であるが、漢文の尺牘にあっ


















































　「寒江独釣」が画題となることで、類似の題で、かつ右の詩を敷衍した内容の題画詩があまた作られた。いま、 『歴代題画詩類』巻六十八から類似 詩題と作者の名のみを拾うと、 「寒江独釣図」 （元、袁士元） 、 「寒江独釣図」 （元、唐粛） 、 「独釣寒江図」 （明、徐渭） 、
「空江独釣図」 （明、陳烓） 、 「題長渓独釣図」 （元、丁鶴年） 、 「題双松独釣図」 （ 、陶宗儀） 、 「釣雪図」 （元、袁桷） 、 「題寒江釣雪」（元、馬祖常） 、 「釣雪図」 （元、薩都拉） 、 「釣雪 明 呂常） 、「寒江釣雪」 （明、周復俊）といった塩梅なのである。　
たいがいの画は山も川も舟も人もすべて雪で覆われて白一色とい









樽之剣（菱）を、皆々瓢に分、又小尊にも入候 、 （国へ）まわし候」という文言が見える。まさかこの折の筑後河に携えて来た瓢にまで「剣菱」が湛えられていたわけではなかろうが、愛飲の酒を瓢に入れて携行するのが山陽の常であった。前節で見たよう 、日野公主催の酒席で、棕隱・春樵に非礼と咎めら た とのひとつに、瓢で酒を持ちこんだということがあったが、そこ も瓢箪 は剣菱が盛られていた であろうか。　「信宿」は夜から朝にかけて泊まりこみで夜漁に従事することである。山陽たちは、この泊まりこみの漁師から小魚を分けてもらい、船頭が川の周囲で摘んでくれた寒中の芹と一緒に「瓢酒」のあ にしたので は、小魚を分けてくれた漁師、船頭らとで 主客の分け隔てなくして、互いに酌みかわし寒気を忘れよ としたであるが、そんな折も折、天空から雪の華が霰ともに降りつけてきた。あわてふためい 、雨除け日よけのために舟を覆う 蓬」をつかむがままに頭から被り、酒の応酬（＝「酬酢」 ）を続けたという
のである。山陽にとって、極めて印象深い、旅中の野趣を満喫した一瞬であったのであろう。五年の歳月を経ても昨日のことのように鮮やかに書き綴 ことが出来たのであった。しかし 野資愛 為にこの旅の思い出を書き綴ったのは、単に旅の思い出を語り聞かせるためのみではなかった。最後の一節こそが、山陽が資愛に最も伝えたかった とな である。　
日野南洞公の如き貴顕は、邸内にあっては、立派な軒端の下の奥
まった座敷でゆ り 暮してい し、外出をするといっても、大きな駕籠の中で揺られているだけなの 、寒さ凌ぎに漁師からもらった小魚や船頭が摘んだ野草を肴にして酒を飲むなどとい ことも、屋根の い小舟で雪や霰に濡れそぼちながら、漁師と酒を酌みかわすなどということも絶対にあるま としている 下情に疎いは貴顕の常であるが、どう 山陽 っ 南洞公は、すでに前節で見たように、特別な恩顧を受けている存在であり がらも、心の友ではありえなかったという消息が垣間見られる結び方ある。日野は山陽の才能に惚れこんでいたのだが、 の側 は洞公に定信ほどにも文筆を駆る際に気迫を与えてくれるような英雄の気象を感得することが出来なかったのである。　
山陽は「寒江独釣」といえば、常に文人の脳裏に思い浮かべられ








全く除かるるを」という一句なぞを見ると、もうこのまま田園の村塾で一生を終えてもよいとまで思っていたの はないか思われる。しかし、それでも韻字ともなっている「墟」 字はマイナス ニュアンスがきつ過ぎて、既に陰極ま 陽に る可能性をわたしは読みこむ。版本には載せられなかった其の四は「窮郷
贏あま
し得たり迎






































ら繰り返しその才能を激賞されたことなどを意識しての措辞であろう。なるほど茶山は、山陽の不羈奔放の性情にはほとほと手を焼いており、逃げるように廉塾から京都へ去った山陽 憤りを抑えがたかったが その才能には最期まで惚れこんでいて、自己の詩集『黄葉夕陽村舎詩』の批評を乞うて、その評語を版本に掲載している。しかし、そうした茶山の激賞も神辺の田園の中では空しく響くだけであるというのが、 「足を蛇に添ふ」であろう。　
第三聯では子供たちに下読みもなしに漢籍を教えていると、たま












浪の風」と詠じていて、 「青雲 志」を遂げる めに神辺 脱 て京都へと続く「路程」を想い描いていたのだ。この自由への なき願望は、単なる功名心などでくくられるも ではなく、山陽 実存に関わるものであり、それを阻害するものにはどのような権力者であっても従うまい す のが前節ま に見た山陽 反逆精神であり、反権力思想であったと考えられるのではないか。（二〇一〇・一〇・七脱稿、二〇二・一・二三校了）
